
 

令
和
七
年
を
振
り
返
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 

記
憶
を
記
録
に…

 

一
月
九
日 

未
明
か
ら
雪
降
り
五
㌢
積
る 

二
十
七
日 

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト

i
n 

東

三
河
に
参
加(

豊
橋
芸
術
劇
場)

 
三
十
日 

牧
野
利
香
愛
知
県
副
知
事
来
訪 

二
月
一

日 
J
A

愛
知
東
子
ど
も
農
学
校
開
校
二
十

周
年
記
念
式
典 

記
念
講
演 

三
日 

ヤ
マ

ア
カ
ガ
エ
ル
産
卵 

五
日 

神
星
工
業 

千
枚
田
で
地
域
貢
献
に
つ
い
て 

市
鳳
来

地
域
課
を
交
え
打
合
せ 

七
日 

直
払
い

稲
作
勉
強
会 

講
師JA

愛
知
東
高
木
係
長 

十
三
日 

強
風(

春
一
番
？)

 

十
四
日 

鳳

来
寺
小
学
習
発
表
会
招
待 

二
十
日 

千

枚
田 

古
宿
荒
廃
農
地
の
草
刈
り(

サ
ル

対
策)

中
村
直
人 

舜
二 

二
十
七
日 

直

払
い
役
員
選
出 

三
月
一
日 

保
存
会
理

事
会 

五
日 

千
枚
田 

古
宿
の
栗
の
木
伐

採(

サ
ル
対
策 

結
果:

近
辺
の
被
害
も
な

く
効
果
大)

中
村
直
人 

小
山
秀
夫 

舜

二) 

八
日 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
背
中
蓑

作
り
」
伊
藤
健
司
主
導 

原
田
八
重
子
さ

ん
講
師 

八
名
参
加(

古
民
家
カ
フ
ェ
た

て
ば)

 

十
二
日 

横
浜
ゴ
ム 

第
十
一
回

生
物
多
様
性
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
視
聴 

十
四
日 

梅
の
開
花 

昨
年
よ
り

遅
い 

十
五
日 

直
払
い
総
会 

二
十
一
日 

改
正
棚
田
法
案 

衆
議
院
で
本
日
午
後
可

決(

農
水
省
柴
崎
課
長
補
佐
よ
り) 

二
十

五
日 

四
谷
の
千
枚
田
地
域
振
興
協
議
会

総
会 

市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
う
ら
い 

四
月

三
日 

横
浜
ゴ
ム
新
城 

工
場
新
人
幹
部 

       

社
員
研
修 

十
六
日 

ハ
プ
ニ
ン
グ 

ス
イ

ス
人
千
枚
田
作
業
道
に
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
侵
入 

仮
設
ト
イ
レ
で
走
行
不
可 

脱
出
ま
で
三
時
間
か
か
る 

十
九
日 

保

存
会
理
事
会 

二
十
一
日 

仏
法
僧
初
鳴

き 

二
十
二
日 

千
枚
田
荒
代
掻
き
始
ま

る 

水
不
足
で
難
儀 

二
十
三
日 

恵
み
の

雨(

水
不
足
解
消)

 

二
十
五
日 

鳳
来
寺

小
五
年
生 

稲
作
体
験
の
お
礼
の
文
集
届

く 
二
十
七
日 

県
新
城
設
楽
農
林
水
産

事
務
所
若
手
職
員(

Ｓ
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト)
に
よ
る
荒
代
掻
き 

二
十
八
日 

千
枚

田
入
口
に
「
集
落
あ
り…

」
の
啓
蒙
看
板 

市
鳳
来
地
域
課
に
よ
り
設
置 

同
日 

子

ど
も
農
学
校 
渇
水
で
代
掻
き
の
水
不
足

の
た
め
合
戸
川
か
ら
タ
ン
ク
で
搬
送(

皮

肉
に
も
十
四
時
以
降
降
雨) 

五
月
一
日 

Ｓ
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
田
植
え 

八
日 

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
の
田
植
え 

十

一
日 

ヤ
マ
サ
ち
く
わ
の
田
植
え 

十
五

日 

鳳
来
寺
小
の
田
植
え 

十
七
日 
保
存

会
総
会 

二
十
一
日 

千
枚
田
細
尾
で
ヤ

マ
ビ
ル
確
認 

二
十
六
日 

欽
ち
ゃ
ん
香

取
慎
吾
の
仮
装
大
賞
で
お
馴
染 

毎
年
七

月
千
枚
田
に
リ
ア
ル
案
山
子
を
設
置
頂

く
チ
ー
ム

TA
K
O
(

設
楽
町
津
具)

が
大
阪

万
博
に
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
し
て
出
演 

三
十

一
日 

保
存
会
環
境
保
全
活
動(

お
田
植

感
謝
の
夕
べ
を
視
野
に) 

六
月
五
日 

豊

橋
調
理
製
菓
専
門
学
校 

田
の
草
取
り
＆

梅
取
り 

七
日 

お
田
植
感
謝
の
夕
べ(

大

賑
わ
い
五
百
人
を
超
す)JA

愛
知
東
の
ご

厚
意
で
旧
連
谷
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
間
を

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行 

十
日 

岡
崎
信
金

広
報
誌
の
表
紙
に
写
真
提
供 

十
三
日 

中
日
新
聞
シ
ョ
ッ
パ
ー
季
刊
号
に
写
真

提
供
＆
校
正 

二
十
二
日 

三
遠
南
信
住

民
ネ
ッ
ト
総
会 

二
十
五
日

NHK

フ
ァ
ミ

リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
渡
辺
い
っ
け
い
取
材

対
応 

七
月
六
日 

リ
ア
ル
案
山
子
設
置 

九
日 

ア
フ
リ
カ
農
学
研
究
者
受
入
れ 

名
大
・JICA 

十
一
日 

中
部
環
境
五
市
サ

ミ
ッ
ト

in

新
城
参
加 

十
八
日 

ホ
ウ
ラ

イ
ジ
ユ
リ
咲
き
だ
す
も
の
の
千
枚
田
は

サ
ル
に
花
芽
を
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た 

同
日 

ミ
ネ
ア
サ
ヒ
出
穂
確
認 

二
十
五

日 

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
取
材
対
応(

市
鳳
来

地
域
課
と) 

同
日 

ふ
れ
あ
い
広
場
補
修

要
望(

市
鳳
来
地
域
課) 

八
月
四
日 

県

公
報
「2025

愛
知
の
住
み
や
す
さ
発
信
」

取
材
対
応(

市
鳳
来
地
域
課
と) 

五
日 

県
新
城
設
楽
山
村
振
興
事
務
所 

愛
知
大

学
学
生
受
け
入
れ
に
つ
い
て 

八
日 

サ

ル
軍
団(

三
十
～
五
十
匹)

田
ん
ぼ
に
侵

入 

稲
穂
を
食
べ
る
被
害
甚
大 

九
日 

三

連
休
千
枚
田
賑
わ
う 

十
日 

サ
ル
対
策

に
爆
音
機
設
置 

十
八
日 

高
浜
市
先
進

地
視
察
対
応 

市
請
井
課
長
ほ
か 

同
日 

シ
カ
侵
入
対
策
に
沢
沿
い
の
橋
に
防
護

金
網
を
設
置 

二
十
一
日 

内
閣
府
地
域

活
性
化
伝
道
師
実
績
報
告 

九
月
二
日 

稲
刈
り
始
ま
る 

四
日
未
明 

イ
ノ
シ
シ

田
ん
ぼ
に
侵
入 

被
害
大 

十
日 

SK

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
稲
刈
り 

ほ
ぼ
シ
カ
に
食
べ
ら

れ
て
減
収 

十
一
日 

横
浜
ゴ
ム
新
城
工

場
主
催 

外
来
植
物(

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ

ン
グ
サ
な
ど)

駆
除
活
動 

官
民
約
三
十

名
参
加 
十
四
日 

ヤ
マ
サ
ち
く
わ
稲
刈

り 

二
十
二
日 

鳳
来
寺
小
の
稲
刈
り 

シ

カ 

サ
ル 
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
で
半
作
以

下 

十
月
一
日 
内
閣
府
地
域
活
性
化
伝

道
師
任
命 

二
日 
保
存
会
役
員
会 

書
面

決
議 

十
月
六
日 

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト

in

南
信
州 

参
加 

九
日 

豊
橋
調
理
製
菓

専
門
学
校
の
脱
穀(

稲
架
に
シ
カ
、
イ
ノ

シ
シ
が
付
き
、
稲
を
引
き
抜
か
れ
大
減

収) 

東
海
農
政
局
愛
知
拠
点
三
名 

市
鳳

来
地
域
課
二
名 

県
一
名
が
指
導 

十
一

日 

東
郷
西
小
三
年
生
校
外
学
習
の
受
入

れ 

二
十
一
日 

丸
八
製
菓 

コ
メ
出
荷 

二
十
三
日 

四
谷
の
千
枚
田
絵
画
コ
ン
ク

ー
ル
審
査(

応
募
四
百
九
十
九
点) 

二
十

六
日 

奥
三
河
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
雨

天
中
止 

同
大
会
に
備
え
た
会
場
整
備
に

二
十
四
日
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
社
員
の

会
場
整
備
活
動 

二
十
五 

二
十
六
日
の

両
日 

愛
知
大
学
学
生
六
名
の
大
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
大
会
中
止
、
そ
の
対
応
に
千

枚
田
概
要
説
明
、
市
立
鳳
来
寺
山
自
然
科

学
博
物
館
見
学
を
実
施 

二
十
八
日 

市

立
千
郷
小
三
年
生
四
十
名 

校
外
学
習

「
見
つ
け
よ
う
！
新
城
の
ス
テ
キ
」
対
応

(

裏
面
参
照) 

二
十
九
日 

市
内
池
場
地

内 

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
捕
獲 

十
一
月
一
日 

二
日 

全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
トin

別
府 

田
中
幸
夫 

丸
地
典
利 

松
下 

誠 

小
山
舜
二
参
加 

四
日 

江
口
愛
知
県
副

知
事
来
訪 

頻
繁
す
る
害
獣
被
害
の
対
策

を
要
望 

同
日 

愛
知
大
学
セ
ン
タ
ー
長

ほ
か
対
応 

十
三
日 

収
穫
感
謝
祭
チ
ラ

シFB

発
信 

十
四
日 

農
水
省 

全
国
棚
田

行
脚
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
市
鳳
来
地
域
課

を
窓
口
に
了
解 

廿
日 

今
季
一
番
の
冷

え
込
み(

約
一
週
間
前
に
は
夏
日 

秋
が

な
く
冬
と
な
る) 

二
十
一
日 

愛
知
県
ふ

る
さ
と
水
と
土
指
導
員
全
体
会
議(

岡
崎

市
千
万
町
楽
校
で
開
催) 

原
田
英
史 

小

山
舜
二
出
席 

二
十
二
日 

四
谷
の
千
枚

田
カ
レ
ン
ダ
ー(

丸
八
製
菓
作
製)

配
布 

十
二
月
四
日 

未
明
か
ら
早
朝
に
雪
降
り 

千
枚
田
雪
化
粧 

昨
年
よ
り
廿
日
早
い
冠

雪 

六
日 

第
六
期
中
山
間
直
接
支
払
い

全
体
会
議 

十
四
日 

収
穫
感
謝
祭  

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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令
和
七
年
度
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
指

導
員
連
絡
会
議 

令
和
七
年
十
一
月
二
十
一
日
、
千
万
町

楽
校(
岡
崎
市
千
万
町
町)

で
開
催
、
指
導

員
は
千
万
町
・
木
下
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委

員
会
ほ
か
五
名
、
鳥
川
ホ
タ
ル
保
存
会
二

名
、
桑
原
棚
田
の
景
観
を
守
る
会
一
名
、

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

原
田
英
史
、

小
山
舜
二
、
行
政
は
岡
崎
市
、
新
城
市
各

一
名
、
西
三
河
農
林
水
産
事
務
所
建
設
課

三
名
、
豊
田
加
茂
同
一
名
、
新
城
設
楽
同

一
名
、
農
地
計
画
課
一
名
の
計
十
八
名
の

出
席
の
も
と
に
会
議
が
行
わ
れ
た
。 

 

冒
頭
、
本
年
度
担
当
の
西
三
河
農
林
水

産
事
務
所
建
設
課
加
藤
課
長
の
挨
拶
に

続
き
自
己
紹
介(

指
導
員
は
近
況
報
告
・

課
題
を
含
め
て)

を
和
気
あ
い
あ
い
と
行

い
、
ま
ず
、
力
を
抜
い
た
。 

 

続
い
て
木
下
・
千
万
町
地
区
じ
さ
ん
じ

ょ
の
会
の
荻
野
指
導
員
が
「
二
十
年
の
活

動
を
振
り
返
る
」
と
題
し
て
旧
千
万
町
小

学
校
を
千
万
町
楽
校
と
し
て
活
用
、
年
間

十
二
件
を
超
す
【
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
活

動→

憩
い
の
場(

地
域
住
民+

岡
崎
市
民
・

都
市
住
民)

 

交
流
か
ら
関
係
人
口
の
創

出
へ→

移
住
・
定
住
】
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
で
発
表
が
あ
っ
た
。
知
見
と
し
て
活
気

あ
ふ
れ
る
「
む
ら
づ
く
り
」
の
効
果
か
？

千
万
町
町
に
は
移
住
定
住
受
入
れ
の
空

き
家
が
無
い
と
の
こ
と
、
我
が
旧
旧
海
老

町
は
商
店
も
ほ
ぼ
無
い
に
等
し
い
し
、
空

家
街
道
化
が
驀
進
し
て
い
る(

怒
ら
な
い

で
の
ん)

。 

追
記:

鳥
川
ホ
タ
ル
学
校
は
旧
鳥
川
小
学

校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
大
林
の
古
田
忠

久(
ホ
タ
ル
の)

先
生
の
功
績
が
大
き
い
。 

 
意
見
交
換
で
は
近
況
報
告
を
中
心
に

闊
達
な
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
や
は
り
、

中
山
間
地
に
お
け
る
害
獣
被
害
と
そ
の

対
策
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。 

 

来
年
は
新
城
設
楽
管
内
で
開
催
予
定
。 

              

集
落
協
定
総
会 

多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業 

第
六
期

中
山
間
地
等
直
接
支
払
制
度
四
谷
集
落

協
定
全
体
会
議
が
十
二
月
六
日
、
連
谷
会 

館
で
開
か
れ
た
。 

 

同
協
定
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
は
、
前

も
っ
て
行
わ
れ
た
役
員
会
で
決
め
ら
れ

た
議
題(

案)

に
沿
っ
て
代
表
か
ら
事
細

か
な
説
明
が
な
さ
れ
、
そ
の
確
認
の
結
果
、

す
べ
て
の
議
事
が
可
決
さ
れ
た
。 

協
定
構
成
員 

二
十
三
名 

代  

表 

村
雲
伸
一 

副
代
表 

小
山
孝
夫 

会  

計 

林 

義
明  

書  

記 

田
中
幸
男 

共
同
取
組
担
当 

原
田
佳
治 

伊
藤
健
司 

高
橋
賀
津
男 

小
山
泰
徳   

共
同
作
業  

一
月
十
七
日(

土)

八
時
半 

第
二
駐
車
場 

 
 
 
 
 
 

予
備
日 

翌
日 

 

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
礼
文(

文
集) 

 

十
月
二
十
八
日
、
市
立
千
郷
小
学
校
三

年
生(

四
十
名)

が
総
合
的
な
学
習
「
見
つ

け
よ
う
！
新
城
の
ス
テ
キ
」
を
学
ぶ
た
め

に
千
枚
田
を
訪
れ
た
。
そ
の
時
の
礼
文

(

文
集)

を
戴
い
た
の
で
無
作
為
に
二
人

を
選
び
、
原
文
の
ま
ま
氏
名
は
伏
せ
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

〇 

と
て
も
寒
い
じ
き
に
な
り
ま
し
た
。

お
元
気
で
す
か
。
先
日
は
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
し
ょ
う
和
４
５
年
に
米
を

作
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
、
今
年

は
米
が
少
な
く
て
ね
だ
ん
が
こ
う
と
う

し
て
い
て
こ
泉
の
う
す
い
だ
い
じ
ん
が

そ
の
じ
ょ
う
き
ょ
う
を
変
え
よ
う
と
し

て
く
れ
ま
し
た
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
く

て
、
今
の
じ
ょ
う
き
ょ
う
が
し
ょ
う
和
４

５
年
な
ら
い
い
な
あ
、
と
思
い
ま
し
た
。

僕
は
か
か
し
が
リ
ア
ル
な
ど
で
ど
う
や

っ
て
作
っ
て
い
る
の
か
気
に
な
り
ま
し

た
。            

      

三
年
松
組 

〇 

さ
わ
や
か
な
秋
風
が
ふ
く
こ
ろ
に
な

り
ま
し
た
。
元
気
で
す
か
。
先
日
は
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
お
し
え
て
く
だ
さ
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぼ
く
が
お
ど

ろ
い
た
こ
と
は
２
つ
あ
っ
て
１
つ
め
は

田
ん
ぼ
の
枚
数
が
１
２
９
６
ま
い
あ
っ

た
の
に
国
に
へ
ら
せ
と
い
わ
れ
て
３
７

３
ま
い
に
し
て
か
ら
４
２
０
ま
い
に
ふ

や
し
た
こ
と
で
す
。
２
つ
め
は
４
２
０
ま

い
の
田
ん
ぼ
を
２
０
人
で
管
理
し
て
い

る
こ
と
で
す
。 

 
 
 
 
 

三
年
梅
組 

 

初 

雪 
 

 

十
二
月
四
日
、
未
明
か
ら
降
り
出
し
た

雪
が
千
枚
田
を
う
っ
す
ら
雪
化
粧
し
た
。

昨
年
よ
り
廿
日
も
早
く
初
冠
雪
。
寒
い
冬

の
到
来
か…

い
や
だ
ノ
ン 

                        

行 
 

令
和
七
年
十
二
月
十
五
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

ふ
る
さ
と
水
と
土
指
導
員
と
は
？ 

地
域
の
活
性
化
に
理
解
と
熱
意
を
持
っ

て
取
り
組
み
、
地
域
住
民
の
人
望
が
厚
い

方
を
市
町
村
長
か
ら
推
薦
、「
ふ
る
さ
と
・

水
と
土
保
全
対
策
委
員
会
委
員
長
が
「
ふ

る
さ
と
水
と
土
指
導
員
」
と
し
て
任
命
。
全

国
研
修
を
経
て
、
地
域
住
民
活
動
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

実
施
す
る
活
動
に
対
し
て
、「
ふ
る
さ
と
水

と
土
指
導
員
活
動
支
援
事
業
」
に
よ
り
、
活

動
費
の
助
成
が
行
わ
れ
る
。 

 


